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近年、「支援教育jの推進は中等教育においてもそのニーズが極めて高い。本校における「支援教育jとは、基

本的に教育環境を整備することであるが、それには学習環境・生活環境等の物理的な側面と人間関係を構築す

るための精神的な側面が考えられる。物理的な支援環境として、図書館や情報機器の機能の充実、教室のエア

コンの設備、プール施設の更新などが整いつつあるが、一方の精神的な支援環境は、従来の養護教諭や特別支

援教育コーディネーターの活動に加え、スクールカウンセラーが本年より配置されてやっと整いだした状況で

ある。

キーワード:特別支援教育発達障害教青環境スクールカウンセラー

1 はじめに

生徒が一日の大部分を過ごす学校には、それを取り

囲む、あるいは自身を構築する様々な「環境j が存在

する。ここでいう「環境Jとは、学習環境・生活環境

等の物理的側面と、より良い人間関係を構築するため

の精神的側面を含んでいる。前者の物理的な側面とし

て、近年教室のエアコンの設備、プール施設の更新な

どの生活環境、図書館やi育報機器の機能の充実などの

学習環境が整いだしている。後者の精神的な側面を考

えてみると、現実には「環境Jを自ら構築していこう

とする積極的な生徒がいる一方で、なかなか適応でき

ずに悩んでいる消撞的な生徒も少なくない。特に、発

達障害を抱えた生徒の把握やその対応については、担

任や顧問によるところがほとんどであった。しかし近

年、生徒指導協議会・学習会や成績会議などの機会を

得て、学校全体で情報共有・共通理解としづ段階に少

しずつ上がりつつある。この数年、特別支援教育の体

制が整備されつつある中で、現在本校にある精神的な

支援環境の果たしている機能とそこから発生している

課題を考察し、さらに充実した支援環境をどう整えて

いけばよいのかを模索しているところである。

Educational Environments of Tsukukoma 

2 本校の教溝支嬢の現状

本校の物理的な支援環境は、この数年間で飛躍的に

整ってきた。まず、教室にエアコンの設備が設置され、

快適な生活環境が備わった。また、長年の悲願で、あっ

たプール施設が更新されたO 実に 55年ぶりである。校

内フ。ロジェクト (p1)で、学校環境改善マップを作成し、

不足している所や補修すべき所を洗い出して、優先順

位をつけてできるところから改善している。

学習環境としては、担当教員を中心に図書館の機能

の充実が図られ、学習に利用しやすいディスプレーや

図書の検索・貸し出しのシステムなどが整った。さら

に、 2012(平成 24)年度から「トップリーダー育成のた

めの教育の高度'情報化j 事業が始まり、本校の図書館

の情報機器から世界の様々なデータベースへアクセス

できるシステムやラボ toラボが可能なTV会議シス

テムを構築することになった。

一方、精神的な支援環境は、物理的な支援環境の充

実に比べて相当遅れている。悩みを抱えたり、 トラブ

ノレを引き起こす生徒の抽出は、経験に裏付けされた感

覚的な作業であることが多い。担任や顧問は生徒同士

の人間関係やその構築の過程にも気を配り、適切に対

応しようと努力する。しかし、教員のほとんどが専門
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家ではない実情から、問題の背景に発達障害を持つ生

徒の抽出は極めて難しく、たとえ抽出できたとしても

症例には倍別差があり、経験を単純に蓄積しでも良い

結果が得られない。これまで、時には大学の心理・発

達相談室に問い合わせ助言を得てきた。

本校では、 2007(平成 19)年以降、まず、発達障害に

ついて最新で正確な知識を身につけるために学習会を

開催し、また生徒への対応について生徒指導協議会や

成績会議などの場で校内での議論の場を設けてきた。

その結果、いつも接している生徒の行動(教育者の視

点)と発達障害の事例(専門家の視点)を照らし合わ

せながら症状の理解を深めることができた。とかく集

団生活になじめない生徒に関しては、「殺J等、家庭環

境が要因であろうと決め込む傾向が現場には少なから

ずあったが、これをぬぐい去ることができた点は最大

の成果だと考えている。

そして本年度から逓 1日ではあるが、ょうやくスク

ールカウンセラーが本校に配置されることになった。

3 これまでの取り組みと環境担構勢の変化

以下に本校の精神的な支援環境について、これまで

の取り組みと外部環境・情勢の変化について簡単にま

とめておく。(詳しくは本校の 2009年筑波大学駒場論

集 49集を参照のこと)

(1) "-'2002 (平成 14)年度

①SLST (スクール'717・付。ート・テスト) (杉原一昭ほか，2002)

の開発協力 平成 9(1997)年度~ 心身の諸問題を

捉え支援ニーズ、を探るためのスクリーニングテストを

実施し、その開発に協力した。

②Peer Support (ピア・サポート)プログラム 平成 12

(2000)年度~ 保健委員の生徒を対象に、開発的カ

ウンセリングの集団活動を通してサポーターとしての

スキルを身につける講座を展開した。

③中高 6年間における「心の成長過程Jの分析 平成

13 (2001)、 14(2002)年度 「心の安定度Jと「学校

行事の満足度Jには相関がある。

④今後の特別支援教育の在り方について(最終報告)

(2003/3/28答申):特別支援教育の在り方に関する調査

研究協力者会議 ADHD及び高機能自閉症の定義と判

断基準(試案)等が資料として添付された。

(2) 2003 (平成 15)年"-'2006(平成 18)年度

⑤発達障害者支援法施行 (2005/411) 

⑤特別支援教育の推進のための学校教育法等の一部改

正について(通知) (200617118) 

伶 2007(平成抄)年~

⑦改正学校教育法(施行)(2007/411) 

③特別支援教育コーディネータ一連絡会の設置(筑波

大学附属学校教育局) (2007) :年6回のベースで開催

⑤特別支援教育コーデ、ィネーターの指名(本校 :4名

のコーディネーターで構成) (2007) 

*高校高IJ校長・中学部校長・養護教諭 (2名)

⑬特別支援教育校内支援委員会の設置(本校:12名の

委員で構成) (2007) 

*特別支援教育コーディネーター十教務部長・生徒部

長・学年主任 (6学年)

⑬高等学校における発達障害支援モデル事業(2007"-') 

⑫発達障害等支援・特別支援教育総合推進事業 (2008

⑬支援委員会・生徒部共催による勉強会・事例検討会

(本校) (2008) 

*発達障害、特にアスペルガー症候群を中心に専門家

へ講演を依頼した。 講師:広瀬宏之(横須賀市療育

相談センター所長:本校 36期生)

⑬支援教育推進委員会の設置(本学 11附属の特別支援

教育コーディネーター・特別支援教育研究センター教

員・学校教育局の心理・発達教育棺談室教員で構成)

(2010"-' ) 

筑波火学際線

IJI学絞科学校，織電車学校
筑波大学総鰭特別交後学校

(幼手証吉弘小学部， cp号表怒u著書警告!l)
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校内幸霊長議会

筑波大学F付属学校特別支援教青体制

そして今年度から附属学校教育局が提案した「革新

的な教育フ。ロジェクト支援j による以下の取り組みが

新たに始まった。今回はこの活動について報告する。

f支援教育推進委員会のスクールカウンセラー活用

に関する事業J(2011 "-' ) 

① 各附属学校へのスクールカウンセラーの配震

と活用

② および専門家チームの立ち上げと巡回指導員
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による鮒属学校訪問の梼始

4 お

4. 1 筑波大学の支援体制

公立学校へのスクールカウンセラー配霞が全毘的に

進められている中にあって、国立大学法人の附属校は

この流れから取り残されていた。筑波大学では2011(平

成 23)年度からようやくスクールカウンセラーの配霞

が実現でき、本校にも 1名着任された。

これまで筑波大学では、「普通教育の附属j と「特別

支援教育の1)付属jとの関係強化を図るべく、「連携検討

会j が設置され (2009 年 1 丹~)、お互いの学校で抱

える様々な問題やその解決に向けた取り組みについて、

情報を交換し合う場として機能した。その「連携検討

会Jと平行して、さらに特別支援教育コーディネータ

一連絡会から発展した f支援教育推進委員会」が設置

され (2010 年 5 月~)、 2011 (平成 23)年度では年6[EJの

ベースで開催されることになっている。

「支援教育推進委員会j は、筑波大学心理・発達教

育棺談室担当教員、特別支援教育研究センター教員(専

門家チーム)、各鮒属学校の特別支援教育コーディネー

ターの教員およびスクーノレカウンセラーによって構成

されている。委員会は奇数月に年6自著荷谷の附属学

校教育局で開かれ、そこでは各附属学校の特別支援教

育コーディネーターまたはスクーノレカウンセラーが支

援の必要な生徒の報告を行うことになっている。

4. 2 本校のスクールカウンセラーの活動

4月より菱山カウンセラーに毎週 1回・木曜Bに来

校して頂いている。勤務時間は 10:00~17:00 で、毎

回高IJ校長(ときに生徒部長にも)に簡単な活動報告がな

されている。

①来校日

4月 4/14 (木)、 4/21(木)、 4/28(木)、

5月 5/12 (木)、(急逮 5/19(木); 9 : 30~ 14 : 30)、

5/26 (木) 10: 00"-'17・00

6月 6/2 (木)、 6/9(木)、 6/17(金)音楽祭、 6/23

(木)、 6/29(水)生徒指導協議会参加

7月 7/20 (水)

8月 なし

9月 9/08 (木)、 09/15(木)、 09/28(水)体育祭

l日目

10月 10/06 (木)、 10/13(木)、 10/20(木)、

10/27 (木)、 10/28(金)文化祭 1日目

11月 11/10(木)、 11/17(木)、 11/24(木)、

11/30 (水)生徒指導協議会参加

12月 12/1 (木L(急逮 12/8(木))、 12/22(木)

年間を通じてカウンセラーの来校日(毎週木曜日)

が設定されているが、突発的に相談が入ったり、行事

の参観など不規則な来校も生じている。

スクールカウンセラーは 来校日にふだん保健室に

在室しており、教育祁談のH寺間のみカウンセリング室

に居場所を移して活動する体制で、ある。

②準備活動

スクールカウンセラーの紹介は、まず全校集会にて

行い、 以!降準砲郁)1傾i頃演次 i出t官Rや学ζ句年i手三会等

とえば、中 1の学年集会(4/21実施)やクラスの保護者

懇親会、高 1の保護者会(6/25実施)などに出席]買いた。

また、生徒の行動観察等のため、授業・ HPを見学す

る予定を立てた。これには、もちろん在1.任・教科担当

へ事前に栴談し、許可-を得た上で、のことである。しか

し、スクーノレカウンセラーによる授業等見学後のフィ

ードパックをどうするかが、今後の課題となっている。

続いて、これまで継続していた学校生活サポートテ

スト (SLST)を牛I1 .高 l を対象に 5 月下旬~6 月上旬

に実施する計画を立て、高 1は 5/28(土)に実施した。

(仁!コ 1は検討中。)高 1のテスト結果のフィードパック

時期を 6/29(水)13時に設定した。そこには支援教育

推進委員会の巡回相談員(比嘉先生)、学校教育局熊谷

教授が参加した。フィード、バック前に一度生徒の様子

を見に来校し、高 lの授業見学を行った。

③広報活動

スクールカウンセラーだよりの発行・配布を行った。

最初に 4月号を教員用と生徒保護者用の 2種類を作成

し、 4/22(月)HPにて配布した。

6月号は、 5/30(月)、 9月号は 9/5(月)、 10月

は、 10/17(丹)に配布した。

6/29 (水)と 11/30(水)の本校の全教員が参加する生

徒指導協議会に出席し、活動紹介や相談の手順につし，¥

て資料を基に話して頂いた。(資料あり)

④カウンセリングの場所

カウンセリンクゃの場所は主に教育相談室(名称:カウ

ンセリングルーム)とし、木曜自のみ活動する O 部屋は

相談するときにリラックスできるよう、カウンセラー

自身で整えられた。また、学校教育局より必要物品を

購入してくれることになり 鍵付きロッカ一、パーテ

ーション(カウンセリングルーム用)、携帯電話、簡易

心理検査(エゴグラム等)を要求した。その結果、備

品としてパーテーション 3枚が夏休み中に納品され、
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きれいに模様替えがなされた。スクーノレカウンセラー

用の携帯電話は 9/12(月)に納品され、木曜日のみ使

用することに決めた。ただし、毎月の使用料は各校で

支出することになった。

⑤相談の予約

格談の申し込み方法について、生徒・保護者は担任・

養護教諭・カウンセラーに直接(電話も含む)申し込む

ことにした。生徒のみ保健室前に設置された相談予約

表に自分で記入(無記名)する方法でも申し込むこと

ができる。最初メーノレによる予約も生徒部で考えたが、

菱山カウンセラーよりリスクが大きいと指摘されたO

それは、メールで、あると時間を問わず予約の連絡があ

ること、さらに長文が送られてくるとそれを読んで返

信する負担が大きいことから、メールによる予約は見

送ることにした。

当初は相談予約表を保健室前に張り出しておいたの

だが、{也の生徒の I~ が気になって記入しにくいのでは

なし 1かと考え、予約表を教育相談室(カウンセリング

ノレーム)にも張っておいた。 しかし、相談予約表が 2

カ所にあると、それぞれで記入して予約がタοブってし

まう危険性があることや、保健室に予約の電話が入っ

たときに予約の状況が即座に把握できないことから、

11/17 (木)より教育相談室(カウンセリング、ノレーム)前

を止めて保健室前 1カ所のみに変更した。

予約の時間帯は以下の通りとした。

授業時間中は 10: 20~ 、 11 : 20~ 、 12 : 20~ 、 14 : 

30~の時間帯で保護者が可。

放課後は、 15: OO~ 、 15 : 30~ 、 16 : OO~ 、 16 : 30 

~の時間帯で、生徒・保護者どちらも可。

木曜日の放課後のカウンセリングの最中には、 1号

館教育相談室(カウンセリンクマノレーム)に放送を入れな

いように生徒・教員にお願いした。

⑤予約状況(前の週までのもの)

5/12 (木) 生徒 l名

5/19 (木)保護者 1名

5/26 (木)保護者 2名

6/2 (木)保護者 l名

6/9 (木)保護者 l名

6/23 (木)保護者 l名

7/20 (水)保護者面談 4名(新規 2名、継続 2名)

9/08 (木)保護者面談 1名(継続 1名)

9/15 (木)保護者商談 1名 (継続 1名)

生徒面談 1名(新規)

10/06 (木)保護者面談 1名(継続 l名)

生徒面談 1名

10/20 (木)保護者面談 1名(継続 1名)

12/1 保護者 l名

12/22 保護者 i名

以上の予約状況から分かるように、生徒よりも保

護者による怠子の教育相談の割合が圧倒的に高い(8

割~9 害IJ) 0 それは、生徒はあらたまって相談を予約す

るよりも、なんとなくふらつと保健室に立ち寄って、

何気なくカウンセラーと会話して(相談して)し¥く例が

多いせいである。問題を抱えている生徒の中には、カ

ウンセラーと話をするのを楽しみにしている生徒もい

る。おそらく生徒は、母親とは違う何かをカウンセラ

ーに求めているので、あろう O

⑦実際の活動状況

4/28 (木) 生徒カウンセリング l件、保護者電話

対応 l件、教員情報交換 3件等

5/12 (木) 保護者面談 1件、

5/19 (木) 保護者面談 1件、担任・担任団との情

報交換、等

5/26 (木) 保護者面談 2件、生徒への簡単な心理

検査(エコ"j"7ム)、等

6/2 (木) 電話相談 1件。保護者面談 1件、保護者・

担任と面談 1件。生徒への簡単な心理検査(エコ寸

グラム)、等

6/9 (木)電話相談 1件。教育実習研究授業の参観。

6/17 (金)音楽祭の参観。

6/23 (木)保護者電話相談 1件、生徒対応 1件等。

6/25 (土) 高2ゼミ参加、 l-C保護者懇親会にて

紹介、高校 1年保護者会に参加。

7/07 (木)保護者面談 l件

7/20 (水)保護者面談 4件 →台風、体識不良のた

め2名キャンセノレ、 2名来談。

9/08 (木)保護者面談 1件 、生徒対応 l件。

9/15 (木)学校教育局から来た熊谷実習生への対j芯

213寺問、保護者電話相談 1件

9/28 (水)体育祭 1S Iヨ見学

10/13 (木) 保護者電話相談 l件、保健室にて生徒

対応 1件、教員i育報交換 1件

10/27-28 (木・金)保護者電話相談 1件、保健室に

て生徒対応 l件、校内巡視、教員情報交換 l件

11/10 (木)保護者電話 l件、生徒 1件

11/17 (木)保護者面談 2件(うち電話 l件)、生徒

1件、教員清報交換2件、他機関連携 l件

11/24 (木)保護者面談 3件(うち電話 2件)、教員

情報交換41牛
12/01 (木)保護者面談 2件(うち電話 l件)、生徒
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l件、教員情報交換 3件

12/08 (木) 教員清報交換 1件

12/22 (木) 保護者面談 4件、教員情報交換3件

保護者面談は同じ方が継続的に行っているのが目

立つ。また、文化祭後に急速に保護者面談および教員

情報交換が増えた。これはスクールカウンセラーの仕

事について良く周知されたことにより、保護者・教員

とも棺談しやすくなったと思われる。ただ相談の内容

は結構深刻なものが多く、解決に時間がかかりそうに

思える。

③支援推進委員会(学校教育局)

2ヶ月に 1回、火曜Bの 16: 30-18 : 00に学校教育

局にて開催されている。

第 l回 5/24 (火)高橋生徒部長、菱山スクールカウ

ンセラ一、早貸養護教諭参加。事例報告4件。

第2@) 7/12 (火)高橋生徒部長、菱山スクールカウ

ンセラ一、早貸養護教諭参加。事例報告 1件。早貸養

護教論が、本校の第 49号論集(2009年)に掲載された

「本校生徒を取り巻く教育環境(精神的側面につい

て)Jを報告した。

第 3@) 9/27 (火) 体育祭準備の日のため、菱山ス

クールカウンセラーのみ参加。

第 4回 11/15 (火)高橋生徒部長、菱山スクールカウ

ンセラ一、早貸養護教諭参加。事例報告 1件。

第 5回 1/17(火)

第 6@) 3/6 (火)

この委員会は、各F付属学校の特別支援教育コーデ、イ

ネーター(多くの場合養護教諭)が問題を抱えている

(支援ニーズのある)生徒の報告を行い、各附属に配置

されたスクールカウンセラーからそれぞれの対応につ

いて説明がなされた後、学校教育局の筑波大学心理・

発達教育相談室担当教員がコメントする形式となって

いる。しかし、配布された生徒に関する資料はすべて

回収され、手元には会議の議事資料しか残らない。筑

波大学の 11あるF付属学校はそれぞ、れ性格が違ってお

り、正直に言って他校の生徒の事例報告を潤いても自

分の学校にフィードパック(還元)できない。このまま

では、単に筑波大学心理・発達教育相談室担当教員の

「スクールカウンセラー導入による支援教育の変化・

推進j としづ事例研究でしかない。今後は、 11~付属が

共通して取り組める議題、たとえばスクールカウンセ

ラーに相談する場合の流れや手続きをはっきりさせる

ことや、うまくいった例をケーススタデ、ィーとして紹

介し各附属関で意見交換をすることなどが考えられる。

また、特別支援学校におけるスクールカウンセラーの

配置は全国でもほとんど見られない取り組みといって

いるが、大学のカウンセラーが大学内の特別支援学校

(または学級)に来校する形式もあるので、(伊IJ:奈良教

育大学附属小学校:しかも外部のカウンセラーもいる)

参考にしたら良いと思う。

4. 3 本校の支援活動の課題

2006(平成 18)年度までは、本校の生徒への支援活動

は主に筑波大学心理学系、障害科学系を中心とした調

査研-究に協力した取り組みで、あった。これによって、

心のケアの「重要性の認識j が教職員全体に浸透した

効果は大きい。その一方で、大学や専門家との毘常的

な物理的距離の差があり、継続して支援活動を実践す

る上で、のハードノレは低くない。 Iヨヒ頁接していない生徒

に大学教員(心理・発達教育相談室員)が面接をしても、

そうそう鮪単に心を開くわけで、なく、第三者とはいえ

どうしても身構えてしまい、カウンセリングの期間が

長期化してなかなか解決の糸口が見いだしにくくなっ

ている。また、バックグラウンドとしてもつ fJ来L境j

は、学校毎に大きく異なり、ベストな支援の体制につ

いても学校によって異なることはある意味印拐で、ある。

支援の対象が個人であり、個々に応じた対応が必要な

ことと併せて、その個が身をおいている「環境Jの違

いを包含したものに発展していくことが重要である。

その意味で、本年度から本校に配置されたスクーノレ

カウンセラーが重要な役割を果たしてもらえると考え

ている。週 1Sではあるが、必ず学校に来ていて、生

徒・保護者・教員とも話を開いてもらえる存在は非常

に有り難い。カウンセラーには、棺談内容について逐

一報告することはないが、重要だと感じられたときに

は担任や管理職に伝えてほしいとお房長し 1してある。特

に保護者の気持ちの整理や教員の負担感の軽減に大き

く貢献していると感じている。今後ますますその存在

感が大きくなりそうなので、できることであれば公立

学校並みに週 2自来校してもらえるよう管理織を通じ

て学校教育局に要望しているところである。

5 おわりに

本校には対人関係に無頓着な、あるいは、対人関係

を構築することの苦手な生徒が少なからず居る。すな

わち、高機能自関症 アスペルガー症候群、広汎性発

達障害の生徒の割合が一般の学校より明らかに多いと

感じられる。ふだんと異なる状況、あるいは自分が予

想していない状況に置かれると、感覚や記憶の調整が
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うまくし 1かないことがあって、その場の状況がつかめ

なかったり混乱したりする。(時には暴力的な行為にお

よびかねないときもある。)また、一つのことに熱中す

るあまり、その照宮!の生徒が不快に感じるような行動

をしたり、全くコミュニケーションを取らなかったり

する。ただ、他の生徒にもそれぞれ多かれ少なかれこ

だわりがあり、各人の倍性や自由、能力を互いに認め、

あえて懐の中まで入ろうとはしない。これこそ、積極

的な対人関係を望まない fアスペルガータイプj の生

徒にとって極めて居心地のいい環境となっている。

しかしながら不思議なもので、対人関係が苦手な生

徒とうまくコミュニケーションが取れる生徒が存在

し、全く合わない 2人を結びつけて 3人でチームを作

ると、それぞれの持つ力が相乗効果によりとてつもな

し1成果を上げたこともある。(たとえばスーパーコン

ヒ。ュータのプログラミングの大会で優勝するなど)

本校の生徒指導の特質は、能力を持つ生徒を信じて

見守り、時にはやる気にさせるような支援ができるこ

となのだと思う。(文責:高橋宏和)
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筑波大学附属駒場中学校盆高等学校

先生方へ

4丹からスクールカウンセラーとして勤務させていただくことになりました，菱山玲子(ヒシヤマ レイコ)です。

。自己紹介

臨床心理士です。私立中・高共学のスク…jレカウンセラーの勤務経験があり，現在は都内の教替相談所で心理

相談， IR立の中学校や都立高校の巡回相談B 保膏カウンセラーとして，関係機関と連携しながら，子どもや保護

者の方の相談や学校の先生方へのコンサjレテーションをしております。近年は発達のアンバランスがあるお子さ

んへの理解や対応を一緒に考えていくことが多くなっています。先生方と共に，少しでも生徒の皆さんの成長を

支援できたらと患っています。

。仕事内容

1. 先生方へのコンサルテーション

[気になる生徒の様子}

授業中落ち着きがない，集中力がない，ノートがとれない，提出物が出せない，

自分の興味がないと全くやらない，友人関係が上手くできない，コミュニケーションが苦手，

意欲イ底下，イライラしている，最近居眠りや遅刻が多くなった，

学校を休みがち，家族関係が心喜子、何か心配撃がありそう彰・など

発達のアンバランスがあると，できることとできないことの差が大きく，腐りから理解されにくさがあり，生徒

本人も自信がなくなり，自尊感情が抵下してしまうことがあります。

先生方が気になる生徒さんがいらしたら，是非お声をかけてください。先生のお話を伺い，授業や学校生活の

生徒の捺子を見て，心理的・発達的側面から理解や対応、をご一緒に考えさせていただきたいと思います。

2 生徒に対するアセスメント

発達のアンバランスのある生徒さんで心理検査の検査結果などから，その生徒さんと特長や対応をご一緒に考

えます。また，必要に応じて，筑波大学教育椙談室や地機関の紹介を一緒に検討させていただくこともあります。

3 生徒へのカウンセリング

心配なこと・気になることがあったり，上手く言えないけれど漠然とした不安があるなど3 相談希望の生徒さ

んがいたらスクールカウンセラーに相談することを勧めていただけたらと患います。

その際，事前に生徒さんに

『スクー;1，-カウンセラーに相談してみるとよい，君がよければ先生から事前にスクールカウンセラーに君が棺

談したいことを伝えておく。』等言っていただき，先生からもその生徒について気になっていることをお結えい

ただけると，スムーズに相談につながり，その後も先生と連携しやすいと思います。

生徒さんが言わないで、ほしいという場合は，無理強いしないでいただいてかまいません。

4 保護者へのコンサルテーション・カウンセリング

子どもの気持ちゃ行動が理解できない，不安を感じる，反抗的でどうかかわっていいか思っているなど，保護

者の方からの相談にも応じます。

先生方が個人商談などで保護者の方とお話になられて，スクーjレカウンセラーを紹介したいと思われた時は是

非椙談をお勧めください。

o 童格方法

原員IJとして木曜 10"'17S寺，保鑓室か教資格談窓にいます。出動日以外は，皐資先生・重量村先生iこ御信言を

お願い致します。次回は， 4/28 (木)， 5/1 2 (木)， 5/2 6 (木)の予定です。

1年間，どうぞよろしくお願い致します。

スクールカウンセラー菱山玲子
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筑波大学鮒属駒場中学校・高等学校

生徒・保護者の皆さまへ

平成23年4月25B 

スクールカウンセラー菱山玲子

1年生の皆さまs ご入学おめでとうございます 2・3年生の皆さま，ご溜;&おめでとうございます!

今年度からスクールカウンセラーとして勤務させていただくことになりました臨床心理士の菱山玲子(ヒシヤマ

レイコ)です。新年度が始まりました。新しC¥1翼手寛でのスタート，希望と期待があると同時に，東日本大震災の影響や

余震が続き，原発の問題もあり，心配や不安もあるかと患います。環境の変化が大き~\時期で\早起きして思量した

電車での通学や，新しい学校・クラスでの学校生活に，体も心も少しt慣れることができたでしょうか?これから皆さ

まが充実した学校生活を送れるよう少しでもお手伝いができたらと患っています。どうぞよろしくお願いたします。

今日は“スクールカウンセラについて少しご案内させていただきます。

えクーJレカウンセラーって・・・?

中学・高校は心も体も大きく変化する時です。日々生活する中で，学校生活のこと，友だちのこと，部活のこと，

学習のこと，家でのこと，将来のことなど，気になったり囲ったり悩んだりすることがあると思います。なんとなく

イライうしたり，落ち着かない気持ちになったり，やる気が出ない事もあるでしょう。一人で考えていると袋小路に

入りなかなか抜け出せない事もあります。誰かに話すことで，もやもやしていた気持ちがすっきりしたり，自分の考

えが整理できたり，新しい見方に気づくことがあります。そのお手伝いをするのがスクールカウンセラーです。何を

話していいか戸惑いを感じる人もいるかもしれません。些細なことでもかまいません，一緒に考えていかれたらよい

と思います。自分についての理解を深めたい人，一人でもグループでも，特に話したいことがなくても，カウンセラ

ーのいる部屋がどんな所かちょっと見に来てください。また，学校で見かけたら声をかけてください。皆さんとお会

いできるのを楽しみにしています。

措談時間iま・・・?

原則毎週木曜 1 0時'"'-'1 7時 教育相談室か保健室にいます。(どこにいるかドアに掲示しておきます。)

気軽に声をかけてください。予約の申込みは下記の通りです。

4・5月の来校日は 4/2 8 (木)， 5/1 2 (木)， 5/2 6 (木)の予定です。

予約の申込みをするには・・・?

以下のいずれかの方法で申込みができます。

-直接スクールカウンセラーに声をかけてください。

-予約する場合は保健室前の申込用紙iこ記入してください。

.保健室の早貸先生・亀村先生に申込みをしてください。

-電話での申込みは、保健室 (03-3411-8755)でスクールカウンセラーを呼び出してください0

.担任の先生の申込んでください。

{果E護者の皆さまへ

ご入学・ご進学おめでとうございます。中学・高校の時期，お子さんは心身共に変化も大きく，自分の世界を持

ち始め，どう接してよいのか戸惑うこともあると思います。特に男子生徒は家では無口になり，何を考えているの

かわからなくなることもあると患います。東日本大震災の後で心のケアが必要なこともあります。{可か気になるこ

と，ご心配なことがありましたら，ご椙談ください。

{申込みは} ・保健室 (03-3411-8755)の早貸先生・亀村先生を通して申込めます。

(匿名で呼び出していただいてもかまいません。)

・直接教育相談室か保鑓室にお立ち寄りください。

時間が空いていればその場で，そうでない時は完IJの時間にお約束させていただきお話を伺います。

.担任の先生を通して申込めます。

最後になってしまいましたが，被災された方々が，心身ともに-Bも早く復興されることを祈っております。

どうぞよろしくお願い致します。
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筑波大学関属駒場中学校“高等学校

生後指導協議金資料

ス

lスクールカウンセラー導入の背農

平成23年 6月29日

うーの業務について

『近年のいじめの深刻化や不登校児叢生徒の増加など、児童生後の心の在り織と関わる議々な問題が生じ

ていることを背景として、児童生徒や保護者の抱える協みを受け止め、学校におけるカウンセリング機能

の充実を留るため、議球心理に専門的な知識偏経験を有する学校外の専門家を横揺的に活用する必要が生

じてきた。](文部科学省 HPより)

平成 7年度 fスクールカウンセラー活用調査研究委託事業j

平成 13年度 「スクールカウンセラー活用事業補助j を開始

平成 18年度 全国の中学校 7，692校(ヰ校に 3校の割合ト小学校ト 697絞・高等学校 769校に派遺

2.筑波大学附属学校における支接教禽

支援教曹とは… 障蓄の有無ではなく，教高約ニーズのある子どもへの支援

校内における支援教育体制

教員 m 特別支:鑓教習コーディネーター続養護教諭 .sc

3. 巡密穏談と SC・.. 連携しながら生徒への支援

畠巡回相談員は，

(イメージ鴎)

筑波大学鮒購学校教蕎属専門家チームの心理魁発達教育栂談室と大塚特別支援学校支援部の先生等

数回/年 毘的を明薙化し椙談等，伊11)SLST (学校生活サポートテスト)の検討会

臨 SCli. 臨成心理土 1/遊 学校内での継続的支援，カウンセリング・コンサルテーション

4.生徒のカウンセリング也保護者へのコンサルテーションの流れ

---一一一一一一一九 一一一一一一一一一一
先生からの紹介

保護者 z 生徒の申込み

(墨金のことも…)

〔匿名であることの意味}

継続面接

(先生との間席面接も)

保護者の中には，個人的な問題を人に知られることを恐れ，相談すると学校にマイナスイメージをも

たれるようで、心配と思う方もいます。特に筑駒の保護者の方はお子さんの教曹に強い関心を持ち，将来

に対する期待も大きいと同時に.知性的で‘j習閣に気遣いされる方も多く，一人で抱え込んでしまうこと

が多いと感じます。保護者によっては心療内科や精神科に行った方がよいのか判断に迷うことや，最近

の子どもの様子がどうも気になる時や，難しい思春期の子膏てに行き詰まり対応に苦慮することがあり

ます。そんな持，椙談をすることで，自分の辛さをわかってもらうだけで少し元気になることもありま

す。また，話しているうちに子どもの反抗的な言動の背景にある今まで見えなかった気持ちに気づき.

毅が対応を変えることで親子関係が好転することもあります。

生徒は思春期で自分に髄みがあることを賭りに知られたくない，家族の事などは友だちには相談しに

くいという思いもあります。で、も大きな不安や心配があり，自分ひとりでは解決できそうにないと感じ，

誰かに相談したいと思うこともあります。話していく中で自分の気持ちの整理がで、きたり，気持ちが軽

くなるというカタルシス効果があります。面接の中で違う自分の一菌に気がつくこともあります。
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まず，犠談の入口として“監名“であるということで摺談へのハードんを下げ，話す勇気を少しもつ

ことができます。

問題の解決には先生方のサポートが大切です。最初雪襲名でいらしても. w現実的にどう対応するか』

をテーマに話し合い，学級や学校のことはできる限り先生方と一緒に解決していく方向を自指していま

す。穏談者の気持ちを大切にしながらも.先生方との連携の了解を権力頂くようにし先生方に一緒に

考えていただけたらありがたいです。

{身体の問題?心の問題7]

発達のアンバランスのある生徒さんだけでなく，成長全般の問題について一緒に考えます。例えば保

縫撃では鐙我や犠気など身体的症状への対応を主として行っていますが，その背景には心理的問題や魁

みなどあることがあります。身体的な不定愁訴の背景には心理的酋発達的課題があることがあります。

養護の先生や短径の先生方と一緒に，題竣や環境観撃をすることで，生徒の解決や成長にゥながること

もあります。

《例えば…》最近よく保健室に頭が痛いと来る/楼我が多しい・ コ 前夜嬢れなかった

二今 不安司 友人とのトラブ)1，.-/学習への不安・一 コ今 自己禽定感が持てない

おとのかかわり

問題や気持ちの整理，生徒ができること/一緒に考える

ι 
担任白顧問の先生等に梅談し環境調整/認知の変容

よエ
解決“成長へ!

〔心理検査について}

生徒の岳己理解を深め成長を支援するために希望者にはTEGなどの心理検査を摺意しています。これ

は，漠然とした不安で何をどう認してよいかわからなかったり，悩みがあるが来談できない生徒にとっ

て，抱談のきっかけになり，そこからカウンセリングに入ることも多くあります。

先生方が気になる生徒やその保護者の方に梅談を勧めてください。その際 r事前に scへ{去えておく j

とお話しいただくと.その後の先生方との連携がしやすくなります。

5.先生方とのコンサ)1，.-テーション

先生方とのコンサjレテーション

玉三戸
対応の検討

匡副 長語ヨ
j 環境競整，蕗接，学教への紹介，医察機関.t也機関へ紹介など;

遅刻が多く一晃怠けや甘えに箆える生徒に，身体的問題が隠れていることがあります。 ADHDや ASD

欝の発達のアンバランスから問題や課題を抱える生誌もいます。思春期修費年期は統合失調症の好発期

であり，神経症 a うつなど医療機関や学教の穏談室などにつファーする必要があることもあります。先

生方と一緒に，生徒の状態を箆罷め，探護者や本人にどう缶えたらよいかなど考えていきます。先生方

が気になる生穫さんがいらしたら，先生のお話を伺い，授業や学校生活の生徒の様子を毘て，心理的艦

発達的側面から理解や対応を一緒に綾おします。

6連絡方法

原員Ijとして木曜 10"'17時，保健室か教脊栂談室にいます。

出動日以外は.皐貨先生総亀村先生に御伝言をお騒い数します。どうぞよろしくお綴い致します。

sc菱山玲子
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